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「日本の回転寿司が次々に中国進出」 洲澤 輝 

近年、日本の回転寿司が次々に中国市場に進出して

います。「㈱food & life companies」が運営するス

シロー（中国語：寿司郎）は、これまで広州市や深セ

ン市などに店舗をオープンしており、2022年 11月

には四川省成都市に西南地区初の店舗をオープンし

ました。そして、今年春には中国 4番目の都市として

重慶市への進出を予定しています。スシローでは、中

国で人気のあるマグロやサーモン、カンパチ、ウニな

どの魚介類に加え、珍しい食材を含む 140種類以上

のお寿司と料理を揃えています。寿司は 1 皿 10 元

～28元（約 190円～540円＝1元 19円）で提供

しており、日本より少し高い感覚です。スシロー成都

店はオープンイベントの際に「スシロー成都」の

WeChat 公式アカウントのフォロワーにオープン記

念としてプレゼントを贈っています。プレゼントは寿

司やパンダのキャラクターがデザインされたオリジ

ナルのエコバッグやクリアファイルなど、どれも可愛

くて若い女性が好みそうな商品です。 

 

【画像参照：百度】 

 

＜くら寿司も中国に進出＞ 

同じく、日本で回転寿司を運営する「くら寿司㈱」

も中国にオープンします。早くて今年の夏までに上海

市に 1 号店をオープンし、今後は沿岸部の都市を中

心に出店を加速、10 年間で 100 店舗の出店を目指

しています。くら寿司は既に米国と台湾に進出してい

ますが、中国大陸への出店は今回が初となります。 

＜上海市の日系回転寿司＞ 

上海市には既に幾つかの日系回転寿司が進出して

います。「㈱はま寿司」が運営するはま寿司（中国語：

滨寿司）は現在上海市に 12店舗あり、蘇州市や天津

市、広州市、成都市、重慶市などにも進出しています。

また、「㈱アールディーシー」が運営するがってん寿

司（中国語：合点寿司）も上海市に 7 店舗、蘇州に  

2店舗あります。 

 

＜日本の回転寿司に人気がある理由＞ 

なぜここまで日本の回転寿司が人気なのか調べて

みると、まず、魚が新鮮なことが挙げられます。店内

で提供されている魚はどれも新鮮で安心して食べる

事ができ、日本から輸入している魚もあり、値段は

少々高くなりますが、味は格別です。さらに、店員の

接客サービスが良い点も人気な理由の 1 つに挙げら

れています。中国国内の経済発展に伴い現地消費者の

収入が上昇することで、多くの市民が、より良いサー

ビスを求めるようになっています。丁寧な接客を提供

する日本式サービスは現地でも人気があります。 

 

＜がってん寿司での食事体験＞ 

私は以前、上海市のがってん寿司（金虹橋国際中心

店）に足を運んだことがあります。週末の夕方に行き

ましたが、店内は沢山のお客で賑わっており順番待ち

が必要でした。店内を見渡してみると、お客のほとん

どは中国人で日本人は見かけませんでした。客層は子

ども連れの家族や友人と一緒が多く、一人で来店して

いる人もいました。日本と比べて値段が少し高く設定

されていても大盛況です。今後、日本の回転寿司が中

国でどこまで展開していくのか、引き続き注目してい

きたいと思います。 

 
【がってん寿司の様子：金虹橋国際中心店】 
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